
１人１台端末の活用による実践事例 
学 校 名 岡山県立津山工業高等学校 

実践者等 西中麗奈 実践日 令和３年７月１日 

実践場面 

（教科・科目、学校行事等） 

国語・国語総合 

対象生徒（学年等） １年生 

単 元 名 

（教科・科目の場合のみ） 

俳句 

使用したアプリ等 ドキュメント、Jamboad 

実践の概要（ねらい等） 

・俳句の鑑賞文を書くことで、自分が選んだ俳句をより深く味わう。 

・ドキュメントを用いて文書の作成をするための基礎的な方法を学ぶ。 

・Jamboad を用いてお互いの鑑賞文を読み合い、視野を広げる。 

実践の内容 

 

１  俳句と、俳句の鑑賞文についての基礎知識を授業で学習する。 

鑑賞文については、俳句・作者、所収、季語・季節、鑑賞文（その俳句

における表現の工夫）、妄想（俳句から自分が想像した情景や物語）を

書くように伝える。 

２  本校図書室に俳句に関する本を集めてもらう。（県立図書館からもお   

借りした）それらの本の中から好きな俳句を一句選び、鑑賞文を書く。 

３ 「ドキュメント」の基礎的な使い方を学び、見本と同じ書式になるよ   

うに編集する。タイトル、フォントの選び方、文字サイズの変え方、斜   

体の使い方を見本で示した。また、余裕がある人は写真を入れても良 

い、と指示を付け加えた。 

○ドキュメントの使い方は Word と似ているところが多いため、 

汎用的に活用することができる。 

 

４ 出来上がった鑑賞文を「Classroom」の課題を通じて教員に提出する。 

○課題として提出させれば、インターネットに類似する文章がな    

いか調べる機能を使うことができるため、ドキュメントはレポ 

ート課題の提出方法として非常に有効である。 

 
５ 自分の鑑賞文をスクリーンショットし「Jamboad」に貼り付け   

る。クラスの他の人の鑑賞文を読み、良いと思った作品に付箋で 

コメントをつける。 

○直接言うよりも感想を一言程度書かせることで生徒はコメント 

をつけやすい。付箋には名前ではなく出席番号を記載させる。      

《協働的な学習》 

参考となる HP等  

 


